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Abstrai:I
This paper analyses the mechanisms of the prolonged recession and deflation in Japan since 1990.
We will review the macroeconomics of low inflation (deflation) that can explain the effect of monetary
policy in a de:且ationary economy.
I.はじめに
日本経済は、この四半世紀の間に、バブル現象と逆バブル現象を続けて経験したo　いわゆるバブ


























































































































































































































































































































































































































































ここでは、 P=一般物価水準、 Pe=期待インフレ水準、 y-実質所得(実質GDP)、



































































































































































































































































































































4)日本銀行編「わが国の物価動向」 r日本銀行調査月報」 2000年10月号、 p.52。
















14)トービン『マクロ経済学の再検討j El本経済新聞社、 1981、 pp.26-37 (Tobin.J…AssetAccumulation and
Economic Activity: Refactions on ContemporaヮMacroeconomic Theo叩. 1980) ,
OJ.ブランチヤード/S.フィッシャーrマクロ経済学講義』多賀出版、 1999、 pp.237-8 (Blanchard, O.J.
and S.Fisher, Lectures on Macroeconomics, 1989. pp.205-6) <
15)フイシヤー方程式において、実物経済で決まる均衡実質金利を所与として、名目金利が期待インフレ率
(期待デフレ率)に完全に調生される状態をいうo
Fisher, I, The Rate of lnterest, 1907, pp.358-9…




18) oブランシヤールrプランシヤール・マクロ経済学…下巻j東洋経済新報社、 1999、 p.44 (Blanchard,















J. E.ステイグリッツFマクロ鐙済学j東洋経済新報社、 1995、 p.848 (S丘gliz,J.E. Economics, 1993)。
22)マネタリストは貨幣の中立性と自由市場経済が自動的に完全雇用をもたらすという古典派の政策的命題
を再構築しようとした。
A.B.エーベル/B.S.バーナンキrマクロ経済学(上下)J CAP臥2006、 p.945 (Abel,A.B. and Beraanke,
B.S., Macroeconomics, 5th Edition 2005)
23)ロバートJ.ゴードンr現代マクロエコノミックスj多賀出版、 1982、 p.332 (Gordon,R.J.,Macroeco-
nomicsy 2nd edition, 1981) ,
